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​第1話

​今週も釣りはお預けだ
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土曜日、午前4時30分。

イ・マンスはアラームが鳴る前に目を覚ました。

46歳。物流企画チームの次長として働く、ごく普通の会社員だ。現実の世界で釣り竿を握って二十年。平日はアラームを三度ほど止めてからようやく起き上がるのに、釣りに行く日だけは違った。

目が先に覚め、体はすでに釣行を始めたかのように動いていた。

彼はベッド脇に置いてあったスマートフォンを確認した。

午前4時30分。

予定どおりだ。

「よし。遅れてない」

前の晩に用意しておいた服に着替え、リビングに出た。玄関の脇には釣りバッグが置いてあった。釣り竿が二本、タックルボックス、折りたたみ椅子、活かしバケツ、タモ網、小さなクーラーボックスまでそろっていた。

忘れ物がないか、前夜のうちに三度確認していた。

いや、正確には四度だ。

最後に確認したあとも針のケースが気になり、もう一度開けて見直した。

「椅子よし、タモ網よし、活かしバケツよし。餌は現地で買えばいい」

彼はバッグの肩ひもを持ち上げた。

「よし。準備は完璧だ」

「誰に報告してるの？」

キッチンのほうから声がした。

マンスの手が止まった。

妻がパジャマの上に薄手のカーディガンを羽織って出てきた。片手には小さなじょうろを持っている。寝起きにしては、ずいぶん目が覚めているようだった。

「起きてたのか？」

「そんなにバタバタ動かれたら、眠っていられないでしょ」

「静かに出ていくつもりだったんだけど」

「ファスナーを開け閉めする音が三回も聞こえたよ」

「道具の確認をしてたんだ」

「昨日も確認してたじゃない」

「釣りは確認が命だからな」

「あなたは確認してるだけで釣行が終わりそうね」

妻はそれ以上何も言わず、ベランダのほうへ歩いていった。

窓辺には小さな植木鉢が並んでいた。バジルにローズマリー、それから名前札の付いたいくつかのハーブが、妻の決めた間隔で置かれている。

彼女は葉の状態を確かめ、土の表面を指先で軽く押した。それからじょうろを傾け、必要な分だけ水をやった。

その様子を見て、マンスはひと言口を挟んだ。

「今日は水をやりすぎないほうがいい。土の状態を見ないと」

「それは私が判断するから。バジルにまで口を出さないで」

「根も呼吸しなきゃいけないからな」

妻が振り返った。

「その話、釣りをするときにもするの？」

「魚は水の中で呼吸するだろ。だから違う」

「じゃあバジルは水の外で呼吸するから、あなたには分からないってことね」

「......そういう意味じゃなかったんだけど」

「分かった。あなたは魚担当。私は植木鉢担当」

妻は鉢皿にたまった水を捨てた。それからリビングの壁に掛かったカレンダーを指さした。

「ところで、今朝はやることがあるでしょ」

マンスはカレンダーを見た。

土曜日。

赤字で書かれた予定が一つあった。


【午前9時30分／買い物／一緒に】


「あ」

「思い出した？」

「今日だったっけ？」

「先週、あなたが自分で書き込んだんでしょ」

妻がスマートフォンを取り出し、カレンダーの画面を見せた。

先週の水曜日。

マンス自身が入力した予定だった。


【土曜日午前9時30分。買い物。一緒に行く。】


その下には、マンスが残したメモもあった。


【今週は自分がカートを押す。】


マンスは画面をじっと見つめた。

「そのときは、釣行の時間がまだ決まってなかったんだ」

「だったら釣行の時間を決めてから予定を変えればよかったでしょ」

「朝早く行ってくればいい。4時半に出れば、8時前には帰ってこられる」

「往復三時間かかるところに4時半に出て、8時前に帰ってくるって？」

「長く釣るつもりはないよ。ポイントだけ見て、一、二匹......」

「一、二匹釣れたら？」

「それは状況次第だな」

「そうよね。あなたはいつだって状況次第だもの」

妻の声は落ち着いていた。

マンスはバッグを床に下ろした。

「買い物は俺一人で行ってくるよ。カートも押すし、荷物も全部持つ」

「今回は一緒に行く約束だったでしょ」

「だから、俺が全部やるって」

「そういう話じゃないの」

妻はじょうろを置いた。

「あなたが今週は時間を取りにくいって言うから、今日一緒に行こうって話になったんだよ。私も午前中に買い物を済ませて、午後は自分の用事をするつもりだったし」

「自分の用事？」

「植木鉢の植え替え。土も新しく買うし、鉢皿も整理しないと。ひとりでやると腰が痛くなるから、あなたが運んでくれる約束だったでしょ」

そこでようやく、マンスは思い出した。

先週、妻がベランダの鉢植えを整理すると言ったとき、手伝うと答えたのだ。そのとき彼は釣り道具を片づけていた。

「ああ、それか」

「それか、って何よ」

「覚えてるよ。手伝うって約束しただろ」

「覚えてる人の顔じゃないけど？」

マンスは玄関脇のバッグを見下ろした。

釣行の準備は完璧だった。

問題は釣行の予定だった。

彼はスマートフォンを取り出し、天気情報と釣り仲間のグループチャットを確認した。

上流で雨が集中したというメッセージが届いていた。


【上流でかなり雨が降りました。水位が急上昇しているので、今日の釣行は中止したほうがよさそうです。】


続けて写真も投稿された。

普段なら砂利が露出している岸辺が水に沈んでいた。水も濁り、外側の流れは目に見えて速そうだった。

マンスの表情がこわばった。

彼は写真を拡大した。

「この状態じゃ無理だな」

「行けないの？」

「行けないんじゃなくて、行かないんだ」

「同じことじゃない？」

「違うよ。行けないのは状況に振り回されてるってことだ。行かないのは、自分で判断してやめるってこと」

「そう。じゃあ今日は、あなたの立派な判断を尊重してあげる」

「その言い方は何だよ」

「褒めてるのに」

マンスはもう一度写真を確認した。

雨のあとは水位が上がり、流速も速くなる。濁った水には流木や浮遊物が混じり、普段は安全な場所でも危険になることがある。川底の状態も普段とは違う。二十年近く水辺に通ってきたマンスには、無理をして入る理由はなかった。

彼はグループチャットに返信した。


【確認しました。今日はやめておきます。水位が落ち着くまで、上流には近づかないでください。】


ほどなくして、別のメンバーから返事が届いた。


【マンスさんも中止ですか。自分もやめておきます。】


マンスは短く返した。


【今日は入らないのが正解です。釣りはまたできますから。】


メッセージを送ると、指先に少し物足りなさが残った。

釣りに行くつもりで起きた朝だった。道具もルートも整えていたのに、今日は一度も竿を出さずに終わりそうだ。

「よりによって今日かよ」

「カレンダーには買い物って書いてあるけど」

「それは分かってる」

「じゃあ、まず買い物に行こう。今日の釣行先はスーパーね」

マンスはバッグを下ろした。

「カートは俺が押すよ」

「それは約束したからね」

「重いものも俺が持つ」

「それも約束したでしょ」

「帰ったら植木鉢の土も運ぶよ」

妻がうなずいた。

「今日は約束をちゃんと守るのね」

「釣り人は約束を大事にするんだ」

「魚と交わした約束も守るの？」

「魚とは勝負するんだよ」

「じゃあ今日はスーパーと勝負して」

マンスは小さくため息をついた。

今週も釣りはお預けだった。

午前9時30分。

スーパーの駐車場。

マンスはカートを押し、妻の後ろについて歩いていた。

ところが、妻は手ごわかった。

「牛乳はこれじゃなくて、こっち」

「何で？　こっちのほうが安いのに」

「容量が違うでしょ」

「値段は安いぞ？」

「賞味期限も短いし。今週中に飲み切れる量でもないから」

「じゃあ、小さいのを二つ買えば？」

「小さいのを二つ買ったら、割引価格じゃなくなるでしょ」

マンスは牛乳を棚に戻した。

「買い物もなかなか手ごわいな」

「釣りより難しい？」

「それは違うだろ」

「釣りでは魚があなたの言うことを聞かない。買い物ではあなたが私の言うことを聞かない」

「ちゃんと聞いてるよ」

「聞くことと従うことは違うの」

妻は野菜売り場で長ねぎを選んだ。葉の状態を見て、茎の先を確かめてから、ちょうどよさそうなものをカートに入れた。

マンスはその様子を興味深そうに眺めた。

「君も品物を見る目があるんだな」

「毎日食べるものを買ってるんだから」

「長ねぎも状態を見るんだな」

「あなたも魚の状態を見るでしょ。似たようなものよ」

「そうだな。結局、対象の状態を読むんだ」

「また釣りに結びつけるんだから」

「世の中に結びつかないものなんてあるか？」

「レジも？」

「レジは......」

妻はカートをマンスのほうへ押した。

「じゃあ今日はあなたが会計して」

「それは結びつけるんじゃなくて、別の業務だろ」

「買い物担当でしょ。今日は物流企画じゃなくて、家庭物流企画ね」

マンスは何も言わず、カートを押した。

お菓子売り場の前を通りかかったとき、彼の手が止まった。

新発売のお菓子だった。

「これ、一度食べてみないとな」

「何でそれを入れるの？」

「新しい味だから」

「この前買ったのも、まだ食べてないでしょ」

「あれは味がいまひとつだった」

「じゃあ、今度は何で買うの？」

「新しい味だから」

妻はマンスを見つめた。

「新しい餌なの？」

マンスはお菓子を棚に戻した。

「それは反則だろ」

「何が反則なの？」

「釣りとお菓子は別の分野だ」

「あなたにとっては何でも釣りでしょ」

妻はカートの中身を確認した。

マンスは笑った。

スーパーですら勝てなかった。

家に戻ると、買ってきたものを片づけてからベランダの植木鉢を運んだ。妻が新しい土を用意している間、マンスは鉢皿と空き箱を片づけた。土の袋を運び、水が跳ねないよう床に新聞紙を敷いた。

「もう少しこっちに寄せて」

「これくらい？」

「違う。右」

「俺の右？」

「私の右。あなたの基準は信用できないから」

「さっきまでは方向感覚がいいと思ってたんだけどな」

「それは釣り竿を持ってるときの話」

マンスは植木鉢を持ったまま振り返った。

「釣りのときは、こんな指示はしないだろ」

「釣りのときは私が隣にいないから」

植木鉢が所定の位置に置かれた。

妻は葉が傷んだバジルを確かめ、小さなはさみを取り出した。枯れた葉を切り、土の表面を整える。根元の土も指先で軽くならした。

マンスはその様子を見て、うなずいた。

「よく育てたな。新しい葉がたくさん出てる」

「でしょ？」

妻の顔に小さな笑みが浮かんだ。

「今日はあなたが土を運んで、鉢も片づけてくれたからね。一人でやったら、ずいぶん時間がかかったと思う」

「じゃあ、俺の労働力も役に立ったってことだな」

「釣り道具を運ぶときほどじゃなかったけど」

「そのくらいの差は認めるよ」

妻はバジルの鉢を窓辺に置いた。

「あなたも釣りから帰ったら、道具をすぐ片づけてね。玄関が釣具店の倉庫みたいになってるときがあるから」

「道具は定位置に置いておかないと、次の釣行ですぐ使えないだろ」

「その定位置は玄関の床じゃないでしょ」

「それは......」

「タックルボックスは小さい部屋に入れておいて」

「分かりました」

「返事だけは本当にいいんだから」

マンスは何も言わず、釣りバッグを片づけた。

午後3時。

マンスはソファに座り、スマートフォンを手に取った。

普段なら、まず釣りコミュニティを開いていただろう。案の定、指はすでに慣れた位置を押していた。

今日の釣行を中止した人たちの投稿が並んでいた。


【上流の水位、すごいことになってますね】
【今日は休むのが正解です】
【自分も道具を全部準備してから中止しました】

マンスはコメントを書き込んだ。


【こういうときは、入らない判断も釣りの腕のうちです。水が落ち着いてから行きましょう。】


投稿を終えると、彼は満足げにうなずいた。

「そうだな。今日は判断がよかった」

ベランダから戻ってきた妻が尋ねた。

「誰かに褒められたの？」

「俺の投稿に共感がいくつか付いたんだ」

「釣行を中止した人たち同士で慰め合ってるの？」

「慰めじゃなくて、安全情報の共有だよ」

「そう。とても大事な活動ね」

妻はじょうろを置き、手を洗った。

マンスは再びコミュニティの画面をスクロールした。

そのとき、広告が目に留まった。


【現実の限界を超える釣り。】
【WATERLINE: ULTIMATE ANGLER】
【釣り竿のしなり、リールの抵抗、魚の動きまで。】
【フルダイブ型・次世代フィッシングシミュレーション。】

マンスは画面を止めた。

「これは......」

広告映像には、澄んだ渓谷が映っていた。水中では小魚が群れを作って泳いでいる。映像の中のプレイヤーが釣り竿を持ち上げると、ラインに張力がかかり、竿が大きくしなった。

魚が向きを変えると、プレイヤーも竿の角度を変えた。むやみにリールを巻くことはない。魚が力を使う瞬間はラインを送り出し、魚の力が弱まった隙に少しずつ距離を詰めていた。

マンスの目が細くなった。

「おお」

彼は映像を最初から再生し直した。

ボタンを押して魚を引き上げるだけのゲームなら、興味はなかった。魚の動きに合わせて釣り竿やラインの張力が変化するという部分が重要だった。

「これはちょっと違いそうだな」

妻がソファの後ろから画面をのぞき込んだ。

「何それ？」

「釣りゲーム」

「前に予約したって言ってたやつ？」

「そう。これがそれだよ」

「でも、今初めて広告を見たみたいな顔をしてるね」

「実際のプレイ映像はまた別だろ。広告なんて、いくらでもよく見せられるからな」

「もう買ったんでしょ」

「買ったからって、全部信じられるわけじゃない。実際にやってみないとな」

マンスは、映像の中で釣り竿がしなる場面をもう一度見た。

特に魚が逃げる方向に合わせてラインが出ていき、プレイヤーが竿の角度を変える場面が気になった。

「この感じなら期待できそうだな」

「今日釣りに行けなかったのが残念なの？」

「それは残念だよ」

「じゃあゲームの中で釣ればいいじゃない」

「ゲームはゲームだよ」

そう言いながらも、マンスは広告ページを保存した。

妻はそんな夫をしばらく眺めてから、ベランダに戻っていった。

午後11時40分。

家の明かりが一つずつ消えていった。

マンスは小さな部屋に入った。部屋の片隅には、少し前に届いたフルダイブ装置の箱が置いてあった。

箱を開けた。

HMD、身体の動きを追跡するモーショントラッカー、ハプティックグローブとベスト。

一番下には、釣り竿のグリップに似たコントローラーが入っていた。

T-01。

マンスはそれを取り出し、手に握った。

実際の釣り竿に比べると短く、軽かった。グリップの後ろには回転調整リングがあり、指の届く中央には丸いボタンが一つ付いている。

説明書を開いた。

回転リングを回すと、ゲーム内のアバターがリールを巻く。

中央のボタンを押しながら回転リングを動かすと、ドラグ調整モードに切り替わる。ボタンから指を離せば、通常のリール巻きモードに戻る。

釣り竿を動かす動作は、T-01のセンサーが腕と手首の向きを読み取り、アバターへ伝える。魚が餌に食いついたり、釣り糸に張力がかかったりすると、グローブとベストが振動や圧力で動きを知らせる。

マンスは説明書を閉じた。

「結局、手で操作するわけか」

彼は手首を何度か動かした。

「釣りは手応えが大事だ。ボタンを押すだけで釣れるのは釣りじゃない」

そのとき、ドアの外から声がした。

「独り言、全部聞こえてるよ」

マンスはびくりとした。

妻がドアの隙間から顔をのぞかせた。

「まだ寝てなかったの？」

「あなたが箱を開ける音で目が覚めたの」

「静かにやったつもりだったんだけど」

「あなたの『静かにする』は、もう信じないことにしたから」

マンスは笑いながらグローブを持ち上げて見せた。

「これをちょっと試してみるんだ。今日はチュートリアルだけ確認して終わるよ」

妻はグローブを眺めた。

「今日は本当に初日なんだから、ほどほどにしてね」

「分かった」

「一時間だけでしょ？」

「うん。一時間」

「今度こそ本当？」

「今度こそ本当」

妻はうなずいた。

「いいよ。じゃあ信じてあげる」

「本当に？」

「うん。一時間たったら私が確認するから」

マンスは少し笑った。

「それは信じてるって言わないだろ」

「一緒に暮らして十五年よ。あなたのパターンくらい覚えてるわ」

「パターンって言葉は魚に使うものだ」

「あなたも魚みたいに釣りに夢中になると、周りが見えなくなるでしょ」

「それは......」

「明日の朝に回収する資源ごみは、さっき出しておいたよね？」

「出したよ」

「あら、今回は早いね」

「俺がいつ忘れたって？」

「先週」

「あれは一回だろ」

「二回」

「まだ判決は出てないぞ」

妻は笑いながらドアを閉めた。

マンスはしばらくドアを眺め、それから苦笑した。

「口が達者だな」

彼はスマートフォンを取り出し、会社のメッセンジャー通知をサイレントに切り替えた。緊急電話だけは例外にしておく。ログイン後は画面を確認できないので、仕事の連絡は前もって遮断しておくほうがよかった。

「退勤後は釣行中。連絡禁止」

彼はタイトルのように短くつぶやき、スマートフォンを置いた。

装置を身につけ始めた。

HMDを装着し、モーショントラッカーを接続した。ハプティックグローブをはめ、ベストの固定具を確認する。最後にT-01を手に握った。

システムが装置の接続状態を確認した。


【WATERLINE: ULTIMATE ANGLER】
【フルダイブ接続装置を確認します。】
【身体動作トラッキング：正常】
【ハプティックフィードバック：正常】
【T-01コントローラー：正常】
【釣り道具データ連携：正常】
【接続を開始します。】

視界が暗くなった。

最初に聞こえてきたのは音だった。

さらさらと流れる水の音。

岩にぶつかる水流。

木の葉をかすめる風の音。

やがて視界が開けた。

マンスは川辺に立っていた。

「おお......」

思わず感嘆の声が漏れた。

川は思っていたより広かった。片側には緩やかな流れが続き、向こう岸には大きな岩と低い水草の群生地が見える。水辺には葦や名も知らない水生植物がところどころに生えていた。

川の湾曲に沿って古い橋脚が点々と立っていた。その向こうには、小さな浮体式の住宅地と係留施設が続いている。自然な川の流れを大きく損なわず、それでも人々がここで暮らしていることを感じさせる風景だった。

マンスはゆっくりと首を回した。

水の流れが岩にぶつかって砕けた。水面には小さな波紋が広がり、水草の葉が風に揺れていた。視覚と音が自然につながり、まるで本物の水辺に立っているような没入感を生み出していた。

彼は水際へ数歩近づいた。

水面の下を小魚が通り過ぎていった。

銀色の体が日差しを受けてきらめいた。何匹かは水草の縁で動き、その少し離れたところでは、ひと回り大きな魚が底近くにとどまっていた。

マンスの目つきが変わった。

「魚がいるな」

彼は改めて周囲を見回した。

水草が途切れる場所。岩の裏側にできた緩い流れ。砂利底から少し深くなる境目。

釣りになりそうな場所は十分にあった。

そのとき、視界の片隅にシステムウィンドウが現れた。


【初心者の谷に入場しました。】
【現在レベル：1】
【累積経験値：0 XP】
【ワールド共通時刻（UTC）：14:50】
【現実の接続経過：00:00:00】
【基本釣り道具を支給します。】

すべてのプレイヤーが共有するワールド基準時刻だった。現実のタイムゾーンとは関係なく、ゲーム内の世界は一つの時計に従って動いているらしい。

視界の片隅に装備一覧が浮かんだ。


【初期支給装備】
ULスピニングロッド
1000番スピニングリール
ナイロンメインライン4lb
フロロカーボンリーダー3lb
基本ルアーセット
小型ウキ釣り仕掛け
基本ランディングネット

アバターの手に釣り竿が現れた。

マンスは手首を動かし、竿の重心と長さを確かめた。

「ULに千番リール。メインラインが4ポンドで、リーダーが3ポンドか」

彼は釣り竿を軽く持ち上げた。

「初心者用とはいえ、一通りそろってるな。小さな渓流魚を相手にするなら悪くない」

装備は初心者向けで、竿も軽く、リールの巻き上げ力も強くない。ラインも大型魚には心もとないが、小さな渓流魚を狙うには十分だった。

そのとき、システムの案内が表示された。


【プレイヤー釣り情報を確認】
【現実の釣り歴：20年】
【仮想釣り操作の熟練度：0】
【基本操作チュートリアルを開始します。】

マンスは画面を見つめ、眉間にしわを寄せた。

「二十年を一気にゼロ年にするとは、大したもんだな」

彼はもう一度、釣り竿を持ち上げた。

「まあ、仮想の釣りは初めてだからな。どんなものか試してみよう」


【基本キャスティング訓練を開始します。】
【最初の目標：基本ルアーを指定地点へ投げてください。】

マンスは支給されたルアーを確認した。

小さなスプーンだった。

彼は水辺に指定された地点を見た。

「キャスティングくらい、説明を聞かなくてもできるさ」

マンスは自信たっぷりに釣り竿を構えた。

現実で何度も繰り返してきた動作だった。

しかし、スピニングリールのキャスティングは、竿を振るだけでは終わらない。ベールを開き、指でラインを押さえたうえで、ルアーを投げる瞬間にラインを放さなければならない。

マンスはT-01を握った右手を後ろへ引いた。

そのまま前へ振り抜いた。

ルアーは飛ぶどころか、足元にぽとりと落ちた。


【ライン放出失敗】
【ベールの状態：閉】

マンスはそのまま動きを止めた。

「......あ」

少しして、彼はうなずいた。

「そうか。ベールを開けてなかったな」

現実なら体が先に覚えている動作だ。しかしゲーム内のアバターの左手は、まだベールを開いていなかった。

マンスは仕掛けをもう一度準備した。

釣り竿を握る右手の人差し指でラインを押さえた。左手を動かし、スピニングリールのベールを開く。

「これでよし」

再びキャストした。

今度はルアーが飛んだ。

だが、目標地点を大きく右に外れた。


【目標地点から外れました。】


「おや？」

彼は目を細めた。

実際の釣り竿とT-01は、長さも重さも違う。手首の使い方やラインを放す瞬間も微妙に異なっていた。右手の人差し指でラインを放すタイミングが少し早かったらしい。

「指を離すのが早すぎたか？」

マンスは再びラインを押さえた。

今度は左手でベールを開き、右手の人差し指で押さえたラインを少し長く保った。釣り竿が前へ動いた瞬間に指を離す。

二度目の投擲では目標地点の近くに落ちた。

三度目には指定された円の中にルアーが入った。

ルアーが目標地点に落ちると、マンスは左手でベールを閉じた。ラインがスプールに正常に掛かったのを確認してから、回転リングを回した。


【基本キャスティング訓練完了。】
【基本リトリーブ動作を確認します。】

ゲーム内のリールが巻き始めた。指先に小さな振動が伝わった。

彼は一定の速度で何回か巻いてみた。

「これは問題ないな」


【基本リトリーブ訓練完了。】
【ルアー操作チュートリアルを完了しました。】
【次の段階：ウキ釣り基礎チュートリアル】
【ウキ釣りは、ウキの動きで魚のアタリを確認する釣り方です。】
【基本仕掛けの構成、水深測定、ウキ下の調整方法を案内します。】

マンスは案内文を読み、口元を緩めた。

「これは俺が教える側だろ」

二十年だった。川と湖、海を行き来しながらウキを見つめてきた二十年だ。ウキの浮力とオモリの重さを合わせ、水深に応じてウキ下を調整することは、体に染みついていた。


【ウキ釣りの基礎説明を受けますか？】
【1. 手順に沿って説明を聞く】
【2. 熟練者――自分で進める】

マンスは迷わず二つ目を選んだ。

「二十年の経験者に、ウキの立て方から説明する必要はないだろ」


【基礎説明をスキップします。】
【注意：初心者には推奨しない選択です。】
【仕掛けの構成、水深測定、ウキ下の調整は自分で行う必要があります。】

システムはもう一度、確認を求めた。


【現実の釣り歴と仮想装備の操作熟練度は別々に適用されます。】


マンスはその文言を少しの間見つめた。

「それはやってみれば分かるさ」

彼は確認を押した。

訓練用ルアーが装備ボックスに回収された。


【次の段階：実際のウキ釣り仕掛けを選択してください。】


マンスは装備一覧を開いた。小さなウキとオモリ、針、餌が入った基本のウキ釣り仕掛けが表示されていた。

ウキ釣り仕掛けを選んだ。

仕掛け構成メニューが目の前に展開された。

マンスはまず、メインラインとハリスの接続状態を確認した。ナイロンメインライン4ポンドに、フロロカーボンハリス3ポンド。ハリスの先にはフナ針6号が結ばれていた。小型の棒ウキとオモリ、スイベルも入っている。

「針は6号か。ミミズを使うにはちょうどいいな」

オモリは一つだけで済ませなかった。

メインオモリの下に、小さな補助オモリを配置した。一番下の小さな補助オモリは、針から約4センチ離して取り付けた。底近くで餌が動くようにしつつ、オモリが長く底を引きずらないよう調整するつもりだった。

マンスは針にミミズを付けた。

「長く付けすぎると、アタリがあっても掛かりがよくないからな」

小さな針に合わせてミミズを短く整えた。針先を完全に覆わない程度に残しておく。

彼は水辺を見渡した。

川が湾曲する内側には流れが緩やかになる区間があった。外側の流れは速いが、湾曲の内側では水がゆっくり回っていた。その境目には大きな岩があり、岩の裏側には小さな淵ができていた。

水草の縁と砂利底が接する場所も見える。

マンスはそちらへ歩いていった。

「よし。最初の一匹はここからだ」

彼はまず、狙う地点の水深を測ることにした。

針からミミズを外し、水深測定用のオモリを取り付けた。ウキの浮力より重いオモリだ。オモリが底に着くまでは、その重さに引かれてウキが水面下に沈むはずだった。

マンスは目標地点より少し上流に仕掛けを投げた。

ウキが水に着くと、すぐに水面下へ沈んだ。

「まだウキ下が短く、オモリが底に届いていないな」

マンスはウキ止めの位置を竿先側へ少しずつ動かし、ウキ下を長くした。再び投げる。

今度もウキは沈んだ。

もう少し調整した。

投げ直すと、ウキは一度水面下に沈んでから、ゆっくり浮かび上がった。オモリが底に着き、ウキが持つ浮力で元の位置に戻ったのだ。

色の付いた先端部分だけが水面に残った。

「これなら底に着いたな」

もう一度確認した。同じ場所に投げても、ウキはほぼ同じ高さで立った。

目標地点の水深は約1.25メートルだった。

すぐ横に少しずらして投げてみると、底がごく緩やかに深くなっていることも分かった。ポイント沿いの流れは中央が少し深く、水草の縁に近づくほど浅くなる形だった。

マンスは水深測定用のオモリを外し、元の仕掛けを組み直した。

ウキ下は、ひとまず測定した水深より少し長い1.28メートルに合わせた。ウキから針までの長さを基準にした数値だ。針の近くに付けた小さな補助オモリが、ときどき底に触れるようにしてから、最初の流しで仕掛けがどの程度引きずられるか確かめるつもりだった。

「最初からぴったり合わせる必要はない。流してみて調整すればいい」


【仕掛け準備完了】
【仕掛け：小型ウキ釣り】
【メインライン：ナイロン4lb】
【ハリス：フロロカーボン3lb】
【針：フナ針6号】
【餌：ミミズ】
【測定水深：1.25m】
【初期ウキ下：1.28m】

マンスは流れが分かれる地点より少し上流を狙った。

一投目。

ウキが水面に着いた。

流れに沿ってゆっくり進んでいく。

マンスはウキの動きを観察した。

最初は特に変化がなかった。ウキはまっすぐ立ち、流れに沿って動いていた。ときどき小さな波に揺られるものの、胴体が横倒しになることはない。

マンスはウキが流れる方向へ釣り竿を少しずつ動かした。ラインが緩みすぎないよう、必要な分だけリールを巻く。ウキを無理に止めようとはしなかった。

しばらくして、ウキが小さく震えた。

マンスは手を止めた。

一度。

そしてもう一度。

小さな揺れが続いたが、ウキはすぐに元の位置へ戻った。

「まだだ」

彼はアワセなかった。

流れでウキが揺れるのと、魚が餌に触れるのは違う。まず流れに応じてウキがどの程度動くのかを読まなければならない。

彼は少し身をかがめ、水面を見つめた。

「ゆっくりでいい。焦るな。今日は時間があるんだから」

言葉とは裏腹に、手は釣り竿をしっかり握っていた。

数分が過ぎた。

今度はウキが横へ少し動いてから、わずかに沈んだ。しかし、そのまま流れていってしまった。

マンスは仕掛けを回収した。

一番下の小さな補助オモリに、泥が少し付いていた。

彼はオモリを指先で確かめた。

底には触れていた。ただ、思ったより接触が多かった。ウキが流れる間に、仕掛けが底を引きずる瞬間があったらしい。

「これだと少し深いな」

マンスはウキ止めを針側へ少し動かした。ウキから針までの長さを1.20メートルに短くする。

水深より5センチ短い長さだった。針と餌を底から少し離し、底近くの層を通すための調整だ。

彼は補助オモリの位置とハリスも改めて確認した。

「これなら底を引きずらない。餌が底近くを通れば十分だ」

マンスはミミズを新しいものに替えた。

「先生、お食事にいらしたなら、ちゃんと食べてくださいよ」

誰も聞いていないのに、彼は魚に話しかけた。

再び仕掛けを投げた。

今度は少し上流側だった。

ウキが流れに乗って進んでいく。

水草の切れ目に近づいたところで、ウキの動きが先ほどとは違った。

小さく揺れたあと、水中へ少し引き込まれた。

だが、すぐに浮かび上がった。

マンスの目が細くなった。

「......今のか？」

彼は動かなかった。

ウキがしばらく止まった。

そして、ゆっくり横へ移動し始めた。

今度は間違いない。

マンスは釣り竿を持ち上げた。

指先に、はっきりと張力がかかった。

「掛かった！」

釣り竿が下へしなった。

彼はすぐにリールを巻かなかった。まず竿の角度を立て、魚が動く方向を確認した。

ハプティックベストが脇腹と腕に圧力を伝えた。グローブには釣り糸を通じて伝わる細かな震えが感じられた。

魚は川の中央へ向かっていた。

マンスは回転リングを少しだけ回した。

リールがゆっくりと巻き上がる。

その瞬間、魚が再び力を使った。竿先が水面へ深く引き込まれた。

「おっと！　メートル級のコイでも掛かったのかと思ったぞ！　なかなかいい引きじゃないか！」

笑いながらも、彼は手の力を調整した。

「そうだ、そうだ。力はあるな！　でもこっちはULロッドに3ポンドのハリスだ。お互い事情を考えてくれよ！」

軽い仕掛けなので、ドラグを締めたまま耐えれば、先にハリスが切れる可能性もあった。

マンスはT-01の中央ボタンを押した。ボタンを押したまま回転リングを少し回す。

ドラグ調整モードに切り替わった。

リールの抵抗が少し下がった。

魚が力を使うたびに、ラインが少しずつ引き出されていく。マンスはその動きを許した。反対に、魚の力が弱まれば竿を立て、ゆっくり巻き取った。

彼は中央ボタンから指を離した。

通常のリール巻きモードに戻った。

「そうそう。力を使うときは使って、休むときは休む。釣りも会話みたいなもんだ」

魚はさらに川の中央へ出ようとした。

マンスは釣り竿の向きを左へ変え、魚の進行方向とは逆側から横に圧力をかけて、進路を変えた。

しばらくすると魚は水草のほうへ動いた。

マンスの表情がこわばった。

「そっちは駄目だ」

軽い仕掛けで水草に巻かれたら危険だった。

彼はリールを巻かず、釣り竿の角度を変えた。魚が水草の外側を回って出てくるよう、横から圧力をかける。

魚が再び向きを変えた。

釣り竿が大きくしなった。

ラインから伝わる振動が、一度強く響いた。

今度は最初より抵抗が激しかった。マンスは手首を立て、ラインが切れない程度に耐えた。

魚がまた力を使い始めた。

彼はT-01の中央ボタンをもう一度押した。押したまま回転リングをさらに少し回し、ドラグを緩めた。

ボタンから指を離すと、リール巻きモードに戻った。

マンスは魚の抵抗が弱まる瞬間を待ち、そこでようやくリールを巻き始めた。

魚が水面近くまで上がってきた。

平たい胴体が水上に一瞬姿を現した。黄褐色の鱗が日差しを受けてきらめいた。

フナだった。

「コイかと思ったらフナか。驚かせてくれるな」

魚が最後に体をひねった。

「まだ終わってませんよ。おとなしくしてください」

マンスは釣り竿を立て、魚の頭を水面側へ誘導した。

そして左手を持ち上げた。

アバターの左手がランディングネットをつかんだ。

マンスはネットを水中に入れ、フナの頭の前へ持っていった。魚を無理に追い回さない。釣り竿の張力を保ったまま、ゆっくりネットへ誘導した。

フナの頭がネットの中に入った。

彼が柄を持ち上げると、魚は網の中で体をひるがえした。

水滴が飛び散った。


【捕獲に成功しました。】


釣り竿が軽くなった。

マンスはしばらく、ネットの中を見下ろしていた。

「おお」

思っていたより大きかった。

彼は魚をそっと支えて持ち上げた。

全長に比べて胴体が大きく膨らんでいる個体ではなかった。体高も極端に高くなく、腹回りも比較的すっきりしていた。それでも全長と体重を考えれば、十分に印象的なフナだった。

黄褐色の鱗は背中側で濃くなり、腹へ向かうにつれて明るくなっていた。

魚が体をよじるたびに、ハプティックグローブには短い振動と圧力の変化が伝わった。実際の重量が手にかかるわけではないが、胴体やヒレの動き、抵抗の方向を見分けるには十分だった。

マンスは魚を支える手を少し持ち上げた。

「初物から尺超えなら悪くないな」

彼は意味もなく周囲を見回した。

もちろん、見物人はいない。

「これならチュートリアルの評価も高めにしてくれないとな」

視界に計測インターフェースが現れた。


【個体を計測中】
【種：フナ】
【全長：32.1cm】
【体重：0.96kg】
【個体ID：CRU-000001】
【希少度：一般】
【サイズランク：良型級】

尺超えだった。

初心者用の軽い装備で釣り上げた最初の一匹としては、十分に印象的な大物だった。

「一匹目からこれか？」

彼の口元が上がった。

「これは今日、釣行を中止したご褒美かな？　ははっ！」

彼は魚をもう一度観察した。

「それでも尺超えは尺超えだ。初日から運がいいな」

しばらくして、システムメッセージが続いた。


【新規魚種を初めて捕獲しました。】
【フナの魚種図鑑への登録完了】
【初回魚種登録ボーナスを適用します。】
【個体分析を開始します。】

フナの体の上を薄い光が通り過ぎた。

鱗の表面やヒレ、胴体の比率、体形と色が順番にスキャンされた。全長と体重も個体データに保存された。


【個体分析完了】
【個体ID：CRU-000001】
【素材確保難度：T3】
【鱗素材を獲得しました】
赤の鱗×2
白の鱗×1
【素材獲得数：3個】

マンスは報酬一覧をのぞき込んだ。

「鱗？」

実際の魚から鱗が剥がれ落ちたわけではない。分析結果をもとにシステムが変換して支給した素材だった。


赤の鱗は力や出力系の強化に使われ、白の鱗は張力制御やリールの巻き上げ効率に使われる素材だと説明されていた。


「力と巻き上げ効率か......」

「あとで装備を強化するときに使うんだろうな」


【生体分析素材は個人保管庫に登録されます。】
【同一個体IDから同一素材を重複して受け取ることはできません。】

マンスは報酬内容を確認し、魚をもう一度見下ろした。

フナをどう処理するか選ぶメニューが表示された。


【個体の処理方法を選択してください。】
【放流】
【売却準備】

マンスはしばらく魚を見つめた。

最初の魚なので、記念に残しておきたかった。だが今は、生きた個体を保管する施設がない。幸い、魚種図鑑と個体情報、視覚記録は放流後も保存される。

「最初の魚は記録として残しておこう」

彼は放流を選択した。


【個体記録：保存】
【放流を開始します。】

マンスはランディングネットを水に沈め、入り口を流れの弱いほうへ向けた。

フナはしばらくネットの中にとどまっていた。体勢を整え、ゆっくり尾を動かした。やがて網の外へ抜け出し、水中へ戻っていった。

マンスは個体記録を確認した。全長と体重、サイズランク、希少度、個体IDが一枚の記録カードに残っていた。

魚種図鑑にはフナという魚種が登録され、個人コレクションには自分が釣り上げた特定個体のデータと画像が保存されていた。

「魚種の記録と個体の記録は別なんだな」

彼は記録カードを閉じた。


【捕獲経験値を精算します。】
【対象：フナ／CRU-000001】
【XP難度：C3】

視界に経験値の精算内訳が広がった。


基本捕獲経験値：25 XP
個体サイズ補正：+25 XP
抵抗・逃走難度：+20 XP
現在のレベル・装備に対する難度：+20 XP
水深・流速・障害物環境補正：+15 XP
捕獲技術・判断補正：+15 XP
初回魚種登録ボーナス：+15 XP
初心者初回の良型級捕獲ボーナス：+45 XP
【合計獲得経験値：180 XP】
【累積経験値：180 XP】
【レベルが上昇しました。】
【LEVEL 1 → LEVEL 2】
【新機能解放：個体別カラー鉛筆スケッチ】
【レベルが上昇しました。】
【LEVEL 2 → LEVEL 3】

マンスはメッセージを見つめた。

「一匹釣っただけで二回も上がるのか？」

経験値は魚の大きさだけでなく、装備との差や環境、魚の抵抗、捕獲時の判断も加味され、初心者向けの初回良型級ボーナスも適用された。

視界の片隅にレベル情報が表示された。


【現在レベル：3】
【累積経験値：180 XP】
【次のレベルまで：90 XP】

「九十か？」

レベル2で解放された機能は、すでに使える状態だった。


【個体記録：CRU-000001】
【カラー鉛筆スケッチ生成可能】

マンスは機能を実行した。

しばらくして、画面に一枚の絵が現れた。

黄褐色の胴体と濃い背中、腹側の明るい色が、繊細な鉛筆の線で表現されていた。ヒレの角度や鱗の並びも、実際に釣り上げた個体のデータに合わせて描かれていた。

一般的なフナの絵ではなかった。

たった今、自分が釣り上げたそのフナの記録だった。

彼は絵を拡大した。

全長と体重、個体IDが絵の下に付いていた。
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フナ — カラー鉛筆スケッチ — 個体別図鑑記録

学名：Carassius auratus　｜　個体ID：CRU-000001




「これはいいな」

魚を釣るだけでなく、個体ごとの記録として残すこともできる。

いずれは別の魚種や、同じ魚種でも大きさ・色・体形の異なる個体を集めて比べられる。

もちろん、記録を残すには、まず釣り上げなければならない。

観察は捕獲の準備でもある。生息地や動きを知らなければ、魚を釣り上げることはできない。

彼は装備一覧をもう一度開いた。

現在のレベルは3。

しかし初期装備は相変わらず初心者用だった。レベルが上がったからといって、釣り竿が強くなったりリールが自動的に高性能になったりしたわけではない。

初めてのフナとのファイトで装備の限界を感じた。レベルが上がっても初期装備は変わらず、より大きな魚を狙うなら買い替えが必要だった。

「結局、釣りも金か」

現実と大差なかった。

マンスはしばらく装備一覧を見つめた。

「まあ、最初からいい道具を使ったら面白くないからな」

さっきまで初心者用装備の限界を感じていた人間とは思えないほど、彼は平然と言った。

マンスは川辺に腰を下ろし、周囲を見回した。

日差しが少しずつ傾いていた。

川は相変わらず流れていた。緩やかな流れが岩にぶつかって白い泡を作り、少し下流で再び穏やかになっていく。

最初に入ったときは、ポイントを探すところから始めなければならなかった。今では周囲の地形や水の流れが、少しずつ見慣れたものになっていた。

画面の隅には地図メニューが浮かんでいた。


【初心者の谷】


川に沿っていくつものポイントが表示されていた。今いる場所のほかにも、小さな瀬や深い淵、水草地帯、低い堤防や古い橋脚の周辺があった。

地図の片隅には船着き場も見える。

小型カヤックや小舟をレンタルできる施設のようだった。

今はまだ行く理由がなかった。

まずは今持っている装備で、さまざまな魚を釣ってみたい。淡水魚だけでなく、エビやカニのように釣り竿以外の道具が必要な生き物もいるだろう。

ゲームの説明には、水中生物や水生植物まで捕獲して収集できると書かれていた。

捕まえ方は生き物ごとに違うだろうが、最後は捕獲と収集につながる。

マンスはT-01を握る手を見下ろした。

現実で手になじんだ竿とは違う。それでもフナが向きを変えるたび、指先と腕に伝わった抵抗は十分に再現されていた。

「これは思ったよりいいな」

彼は再び釣り竿を持ち上げた。

「よし。最初の一匹は確認できた。二匹目からは自分で選ぶぞ」

彼は餌を新しいものに替えた。

先ほど見た水草の縁より少し浅い砂利場を調べてみることにした。日差しが斜めに水中へ差し込むと、小魚が底近くで動く姿が見えた。

銀色の胴体が一瞬きらめいた。

一匹が向きを変えると、周囲の魚も一斉に散った。

オイカワだろうか。

それとも別の小型魚種だろうか。

マンスにはまだ分からなかった。

彼は魚たちが散った方向を目で追った。

「逃げ足は悪くないな。大きさはまだ分からないが」

彼はウキ下を少し短くした。

仕掛けを投げる位置も変えた。

今度は小魚を狙ってみるつもりだった。

そのとき、視界の片隅に時刻情報が再び現れた。


【ワールド共通時刻（UTC）：15:40】
【現実の接続経過：00:50:00】
【約束した利用時間まで：00:10:00】

一時間だけにするという約束まで、あと十分だった。

マンスは時計表示を見つめ、それから水中の小魚たちをもう一度見た。

「十分あれば、一匹くらい見られるだろう」

それでも釣り竿を下ろさなかった。

最初の一匹はフナだったが、この谷にはまだ釣ったことのない生き物がたくさんいる。

現実では帰宅時間や翌日の出勤、家族の予定を考えると、釣行時間は限られる。だが、ここでは少し釣りを続けても仕事に響かず、報告書を書く必要もなかった。

「もう一匹だけ」

マンスはウキを見つめながらつぶやいた。

彼は釣り竿を軽く持ち上げた。

「さあ、今日は思い切り楽しもうじゃないか」

退勤後は釣行中だった。

そして今日だけは、

もう一匹釣ってから帰るつもりだった。
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水面で小さな銀色がきらりと光った。

マンスはウキから目を離し、そちらを見た。水面に小さな円ができては消える。少し離れた場所でも、再び波紋が立った。

一匹ではない。

水中の小魚たちが水面近くに集まっているようだった。水面に落ちた小さな羽虫が、跡形もなく消えた。その直後、銀色の尾が一つ、水の外へ短く跳ね上がった。

「ほう」

マンスの目が細くなった。

フナのいた場所とは違う。動きが速く、群れも小さい。水面に姿を見せた胴体は細く、銀色だった。

オイカワだろうか。

まだ確信は持てなかった。実際に釣り上げてみるまでは、魚種を決めつけないほうがいい。

マンスはウキを見つめた。水面近くで活動している魚を相手に、底層を狙う仕掛けにこだわる理由はない。

「よし。今度は相手を変えてみよう」

彼は釣り竿を持ち上げた。

フナを釣ったウキ釣り仕掛けを回収する。餌を外し、針とオモリを片づけた。ウキとウキ止めゴムも順に取り外す。底を探っていた仕掛けから、軽いルアー仕掛けへ替える作業だった。

マンスが選んだのはマイクロスプーンだった。

長さ約2.5センチ、重さ1.5グラム。

小さなボディが光を受けてきらめく金属製のルアーだ。軽いため、操作と回収速度に気を配る必要があるが、今のように小魚が集まっている状況なら試してみる価値はあった。

「大きさだけなら、ぴったりだな」

彼はルアーを確認してから釣り糸を整えた。T-01を握る右手の力を抜き、左手でスピニングリールのベールを開く。

右手の人差し指でラインを押さえた。

キャスト。

マイクロスプーンは水面の上を飛び、魚が集まっていた場所より少し手前に落ちた。マンスはルアーの着水を確認し、左手でベールを閉じた。ラインがたるんでいないか確かめてから、リールを巻き始めた。

スプーンが水中で揺れ続けるだけの速度は保った。

水面下で銀色が一度きらめいた。

小魚が一匹、ルアーの後を追ってきた。スプーンの動きに合わせて頭を向け、距離を詰めてくる。

マンスは指先に集中した。

まだアタリはない。

魚はルアーの後ろを数秒追ってきたが、やがて向きを変えた。スプーンが近づくと、そのまま離れていった。

「惜しいな」

マンスはリールを止めなかった。ルアーを回収し、魚が消えた方向を見た。

追ってはきたが、食いつかなかった。

「興味はあるってことだ。問題は最後のひと口だな」

彼はうなずいた。

追尾とバイトは別だ。魚がルアーを見つけても、すぐ餌と認識するとは限らない。

二投目は魚が集まっている場所の外側へ投げた。着水後、少し沈めてから一定の速度で巻く。

しばらくすると、何匹かの魚がルアーのほうへ寄ってきた。一匹が追い始めると、ほかの個体もその動きに反応した。

「そうだ。もう少し追ってこい」

マンスは回収速度を少し落とした。短く止めてから、再び巻く。スプーンの動きをいったん途切れさせ、またつなぐやり方だった。

魚たちは後を追ってきた。

それでもアタリはなかった。

スプーンの向きが変わると、小さな群れは散っていった。一匹が最後まで追っているように見えたが、ルアーが視界から遠ざかると、その魚も消えた。

その瞬間、さらに深い流れの底近くを、細長く暗い影が横切った。マンスは視線を移したが、水面の反射が重なり、すぐに見失ってしまった。散っていた小魚たちは、しばらくすると再び集まり始めた。

マンスは唇を尖らせた。

「みんな見物するだけか。試食はしないのか？」

三投目では、少し違うことが起きた。

リールを巻いていると、指先に短い衝撃が伝わった。

コツッ。

マンスの手が止まった。

コツ、コツ。

「底かな？」

彼はすぐに釣り竿を立てなかった。衝撃が繰り返される間隔と、ラインを通じて伝わる感覚を確かめた。魚がルアーに触れたときと、底の石にぶつかったときでは感触が違う。

今回は後者に近かった。

リールを巻く速度を少し変え、釣り竿の角度を調整した。ルアーが底に当たり続けないよう、高さを確保する。

「こんなところでむやみにアワセたら、針を傷めるだけだ」

彼は再びリールを巻いた。

マイクロスプーンは石を避けて動いた。水面下で銀色が後を追っているように見えたが、今回も魚は食いつかなかった。

四投目。

今度は水の流れる方向を考慮した。流れを横切るようにルアーを投げ、スプーンが水中で一定の動きを保つようリールを巻いた。

小魚が一匹、また後を追ってきた。

今回はルアーの後ろではなく、横から近づいた。流れに乗って動いていた魚が、スプーンの進行方向に合わせて体の向きを変えた。マンスは回収速度を保ち、その動きを見守った。

魚は水面近くまで寄ってきた。だが、ルアーには食いつかなかった。スプーンが近づくと向きを変え、やがて流れの中へ消えていった。

マンスはルアーを回収し、しばらく水面を眺めた。

「おかしいな」

マイクロスプーンの動きそのものは悪くなかった。魚は反応し、何度も後を追ってきた。それなのに、最後まで口を使わない。

マンスは先ほど水面に落ちた羽虫を思い出した。

魚たちは水面に落ちる小さな餌に反応していた。一方、自分が投げたスプーンは水中を動いていた。

餌が通る層が違っていた可能性がある。

「水面で餌を食べているのに、俺は下のほうで揺らしていたってことか？」

魚種も食性も未確認で、まだ推測にすぎない。

「次は表層を狙えるルアーが必要だな」

マンスはスプーンを回収した。

四投して一匹も釣れなかったが、魚の位置とルアーへの反応は確認できた。

「ボウズじゃない。情報は取れたからな」

そのとき、視界の片隅にステータスウィンドウが現れた。


【接続経過時間：01:00】


マンスの表情が一瞬こわばった。

「あれ？」

一時間が過ぎていた。

現実で妻と約束した時間だった。

『一時間だけでしょ？』
『一時間たったら私が確認するから』
妻の声が頭に浮かんだ。

マンスは釣り竿を持ったまま、しばらく動かなかった。今ログアウトすれば約束を守れる。もっと釣りたい気持ちは山ほどあったが、最初から一時間だけにすると言ったのは自分だった。

「そうだな。約束は約束だ」

彼はうなずいた。

そして周囲をもう一度見回した。

岸に近い岩の下で、小さな動きが見えた。

「......あれは何だ？」

マンスは釣り竿を持ったまま、水際へ近づいた。

岩が一つ、浅い水の中に半分沈んでいた。岩の下には影があり、その隙間で細長いものが動いた。

最初は水草の茎だと思った。

だがすぐに、それが二本の長い触角だと気づいた。

「ザリガニか？」

マンスは足を止めた。

岩の下に身を隠している生き物は、甲殻に覆われた胴体と二本のはさみを持っていた。頭部と胸部は一枚の硬い甲殻に覆われ、その後ろにはいくつもの節に分かれた腹部が続いている。

小さなはさみが岩の隙間で少しずつ動いた。

触角は周囲を探るようにゆっくり揺れていた。

「へえ。こんなところにもいるのか」

マンスは腰を落として生き物を観察した。

ザリガニだった。

正確に何という種なのかは分からない。体の大きさも色も、岩の陰に隠れていて完全には見えなかった。

彼は何気なく手を伸ばしかけ、途中で止めた。

はさみが見えているのに、わざわざ手を突っ込む理由はない。何より、今は捕まえる道具がなかった。

「素手で挑むのはやめておこう。はさみは飾りじゃないからな」

マンスは岩の周辺を見回した。

ザリガニが隠れている隙間は狭かった。岩の下には身を隠せる空間があり、周囲には小石と水草がまばらに広がっている。

餌を探したり、身を隠したりするにはよさそうな環境だった。

彼が少し体を動かすと、ザリガニの触角が素早く揺れた。

次の瞬間だった。

ザリガニは腹部を急激に曲げ、尾扇を広げて水を押し出した。小さな体が一瞬で後ろへ跳ねた。

「おっ！」

マンスの目が大きくなった。

「逃げるのが速いな」

ザリガニはさらに奥の隙間へ入り、姿を消した。岩の下に残ったのは、揺れる小さな水紋だけだった。

マンスはしばらくその場所を見つめていた。

「これは釣り竿で捕まえる相手じゃないな」

魚なら釣り竿と仕掛けを使える。だがザリガニを捕まえるには専用の道具が必要だった。小さな採集網や、餌を入れた小型のかご罠が適していそうだ。

マンスは初めて、装備一覧のことを思い浮かべた。

釣り竿とリール、ルアーだけでは谷の生き物すべてに対応できない。見つけることと捕獲することは別で、種類に合った道具も必要だった。

そのとき、新しい案内ウィンドウが視界に現れた。


【生物群候補：ザリガニ類】
【種の確認：未完了】
【生息位置：確認済み】
【活動痕跡：確認済み】
【推奨捕獲道具：小型採集網／餌付き小型かご罠】
【個体登録：未完了】
【捕獲状況：未確認】

マンスは案内をゆっくり読んだ。

種も個体も未登録で、捕獲もできていなかった。

「捕まえて初めて登録されるのか」

彼はうなずいた。

魚を釣ったときとは違う。ここでは生き物の種類や特性に合った道具を用意する必要がある。

「釣り竿一本ですべて解決できるはずがないよな」

マンスは岩の周辺を少しずつ移動しながら、ザリガニが隠れそうな隙間を探した。底にある石の形や水草が生えている位置にも目を配った。次に戻ってきたとき、同じ場所を見つけられるよう、周囲の地形を頭に入れておく。

ザリガニは姿を現さなかった。

「次は採集網を持ってこないとな」

マンスは岩の位置をもう一度確認した。ザリガニを捕まえられなかったのは残念だったが、新しい目標ができたとも言える。

そのとき、視界の片隅に表示された時間が目に入った。


【接続経過時間：01:27】


「......二十七分？」

一時間だけのつもりが、二十七分も超過していた。

「これはちょっと長くなったな」

彼は頭をかいた。

最初は魚をあと数匹見るつもりだった。ルアーを替え、岩の下にザリガニまで見つけているうちに時間を忘れていた。

だが現実なら、帰る時間を考えずに釣り続けるわけにはいかない。

「今日はここまでだ」

マンスはログアウトメニューを開いた。

最後にもう一度、谷を見渡した。最初に釣ったフナの記録は残っている。銀色の魚たちは相変わらず水面近くで動き、ザリガニは岩の下に隠れていた。

まだ確認できていないことが多い。

「次の釣行で会おう」

彼はログアウトを選択した。

視界がゆっくり暗くなっていった。

ヘッドセットを外すと、部屋の静けさが戻ってきた。

マンスは装置を置き、スマートフォンを確認した。

午前1時17分。

「ああ......」

思わずため息が漏れた。

約束した時間より二十七分も遅れていた。

彼はスマートフォンを置き、しばらく座っていた。妻がまだ起きているか確かめたかったが、わざわざドアを開けて音を立てる必要はない。

代わりに、次の釣行に必要なものを整理した。

表層を狙う小型ルアー、ザリガニ用の採集網かかご罠、今日確認した岩の周辺の地形。

「道具をもう少しそろえないとな」

マンスは小さくつぶやいた。

最初の釣行ではフナを釣った。今回は魚は釣れなかったが、新しい目標を見つけた。ザリガニだ。

問題は、約束した時間を守れなかったことだった。

「次は本当に一時間で終わらせよう」

そう言いながらも、彼はすでに次の釣行を考えていた。

スマートフォンを伏せて置き、彼は立ち上がった。

だが、谷にはまだ釣っていない魚とザリガニが残っていた。
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